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我が国民広く流行する回虫について，その寄生を
判定する方法として，尿内回虫卵の検出法，主とし
て直接塗抹法が一般に用いられる。
回虫は産卵量が多く，従って尿内虫卵密度が高
く，且つ胆汁色素で着色しているので，直接塗抹法
で非常によく検出される。
ところで，我々が直接塗抹法をもって回虫卵検査
を行う場合，単に寄生の有無のみならず，およその 
寄生回虫数の予測が出来るならば，治療方針の確 
立，駆虫効果判定，或は公衆衛生学上淫浸度叉は流 
行現象診断の上1[，甚だ有効な知識となる。回虫K
おいて，尿内虫卵濃度と母虫数との一般的関係を予
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め明らかにしておき，虫卵濃度から母虫数推測を行
う試みは，研究としても少し従って叉応用も広く
行われていないが，鈎虫では多数の研究があり，叉
広く応用されている。しかし，必ずしも論議なしと
しない現状である。
先ず，推定法としては， 1雌虫当り一定時間内産
卵数が，宿主又は虫体の如何を問わず，一定数又は
ある範囲数である ζとが必要条件となる。 ところ
が， Cavis ら (1924)、が Stoll法lとより 1雌当尿
19中虫卵数を 3466と算定したのを始めとして，
Augustine ら (1925)，平井(1926)， Brownら
(1927)，中路(1928)，高亀(1939)，蒲池(1 942)
らが，各種検卵法で之を検して，かなり異った数値
が報告されている。そして平井は排卵係数の決定
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lζ，虫体々重を考慮すべきとし，中路は尿内虫卵数 度の表示は，受精卵(不受精卵混合陽性を含む) 9 
からの母虫推定は，集団の感染程度の表示とはなり コ以内を十， 10コ以上 99コ迄を十十， 100コ以上を
得ても，個人に之を適用することは難しいとし，高 叶とし，別に不受精卵単独陽性は，上記に準じ+プ，
亀は虫体々重に伴って排虫数が変動する乙とを明確 十十フ，と記述した。
にし，平井と同様，平均虫体重を用いて推定式を発 2) 駆虫方法:学童の駆虫は，検使後 7日以内l己
表した。而して，上記諸氏の推定式叉は排卵係数の 各校ごとに，虫卵陽性，陰性の別なく排虫対象者全
正確性並びlと信頼性について充分な検討を経たとは 員R.，同一薬剤・同量を著者自ら投与し，服薬を確
言えぬ現状である。 認した。入院患者の駆虫は個人別に適宜行った。駆
(主とJとしては「サントニン・カイニン酸合剤1]虫斉叉検使による虫卵陰性者の回虫寄生に関する報告 
は，杉本 (1952)，宮川(1957)，長野(1958)，角 して集団駆虫用マクニン S) rピペラツン製剤J(ピ
田(1958)らがあって，その寄生率の少からざる点 ぺニン)の 2種を用いた。集団駆虫用マクニン S
が指摘されたが，なお寄生回虫の実態を充分明らか (1錠中サントニン 0.025g， マクニン 0.025gを含
にしたとは言い難い。そこで著者は， 1雌虫 1日産 む)は 2錠を午前空腹時に 1回投与した。ピペニン
卵量の変動大なる為，正確な寄生数推定は困難とし (1錠中アジピン酸ピペラツン 240mg含有)は年
ても，上記の目的に対して，何らかの手が》りを得 令 lζ応じて1O~ 14錠を午前と午後の空腹時2回，
る為，塗抹法による尿内田虫卵の濃度別に対象を層 分服投与した。
化し，層別の寄生数分布を比較，叉寄生田虫の大い 3) 排虫調査方法:学童の排虫対象者に一定の容
さとの関係を吟味し，更に駆虫後の排出回虫と尿内 器(約 101入りの金属告，姓名を記入)を手渡し，
虫卵数の関係を経過を追って観察し，興味ある知見 駆虫薬服薬後 I週間連日これに排便せしめた後，そ
を得たので乙〉に報告する。 の全便を金網でi慮過採虫した。なお毎日の排便の有
無を学校当局iζ依頼して調査した。叉当初の虫卵陰
対象及び方法
性者については，念の為ζの閣の排世便について直
1.対象 接塗抹法3枚値(当初より累計9枚値)を行った。
学童lと於ける集団調査として，長野県下伊那郡遠 採虫した虫体は個人別R.1rポンドJ入りの瓶に 2%
山村八重河内，南和田， 和田の三小学校全児童 779 rホルマリンjを添加して保存し，後虫体観察をし
人を 58年 6月より 59年 2月までの聞に集団検便 た。すなはち虫体を瀦紙上lζ転がしJ体表についたt
し， 回虫卵陽性者と陰性者のそれぞれ 240人と 175 余分の水分と異物を除去してから，巻尺で体長，上
人を無作為抽出し，検査対象とした。学校別の内訳 皿天秤で体重を測定，次いで、肉眼的R.I雌雄を鑑別，
は，前者が八重河内小 54人，南和田小 66人，和田 雌虫及び鑑別不明の小田虫はすべて解剖，下部子宮
小 120人，後者が八重河内小 48人，南和田小 47人， 内卵の有無及び受精，不受精の別を観察した。すな
和田小 80人である。次いで対象全員の集団駆虫を わち受精卵保有(不受精卵混合を含む)，不受精卵
行い，排虫を調査し尿内虫卵濃度と排出回虫との関 単独保有(卵膜が薄く，未熟虫卵と思われるものも
係等を吟味した。継続調査として 59年4月ないし 含む)，子宮内虫卵陰性に三大別した。入院患者 15 
6月K遠山村和田病院の入院患者中回虫卵陽性者 15 人については，駆虫後連日 3週間，直接塗抹法3枚
人を選定し，駆虫後尿内虫卵濃度と排出回虫の推移 値で検便し，同時に連日 2週間は排出調査を実施し
を35日聞に亘り観察した。1.こ。次いで 1回駆虫で陰転しない者は， 更に 21日 
2. 方 法 後前回と同一薬剤，同量をもって駆虫し，繰り返し 
1) 検便方法:学校及び入院患者Kついて直接塗 14日間排虫調査，検便を行った。
抹法3枚値で検便を行い，不受精卵単独陽性者及び 4) 虫卵陰転者確認の方法:学童については駆虫
虫卵陰性者は更に同法3枚を追加して，判定の正確 薬投与後3週後R.，前検使と同様に，塗抹法3枚値
を期した。直接塗抹法は厚生省衛生検査指針に準拠 をもって後検便を行い，虫卵陰転を確認した。前検
し， 50% rグリセリンj溶液を滴下した「オグエク 便不受精単独陽性者についてはこの際更に 3枚値計
トグラスj上で尿の少量をよく混和し，粗大な爽雑 6枚値を実施した。
物を除去して， 18x18mmの[デッキグラスj で
覆い検鏡し，全視野の虫卵数を算えた。尿内虫卵濃
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成 績
1.学童における成績
1) 回虫卵陽性者の尿内虫卵濃度別排虫数
第 1表の如く対象者 240人中回虫排出者は 189人
(78.7%)である。受精卵陽性者では虫卵濃度の高い
ものに排虫者率が高く，不受精卵陽性者でも同様
で，全群を通じて+プが最も低かうた。平均雌(以
4.0+十隻，20.6下♀と略記〉排虫数は十件 2.2隻，十 
隻，十十フ 2.1隻，十プ 1.6隻であった。平均♀合排虫
数では上記の順!L， 32.0隻， 6.8隻， 3.9隻， 2.5隻， 
2.3隻であった。排出回虫の性比(合を 1とする)
は，十件1.8，十十1.4， + 1.3，で虫卵濃度の高いもの
程性比が高く，不受精卵陽性では十十フ 4ふ十ブ2.2
となり，更に高く，雌雄の不均衡が見られた。
1回駆虫後虫卵陰転者(即ち 1回で略完全駆虫
し，排虫数をもって略寄生数推定値と見倣される
者)および非陰転者(即ち 1回駆虫では未だ残存畑
虫少くとも♀があって，排虫数をもって寄生数の 
推定値としては少なる方え偏っている者〉の両群に
ついて，虫卵濃度別♀数および♀合数を，個人ご 
とに示したのが第 1図及び第2図である。第 1図を
説明すると， 1回駆虫卵陰転者の♀数は，少数例
の慌を除けば， 虫卵濃度iBlj~乙か〉わらず， 各群共 
排虫数の少なる方K最頻度のある歪んだ分布型を示
し，その平均排虫数は十件 13ム十十 3ム十1.9，十十フ
2.2，十フ 0.8で，虫卵濃度のiI買に減少している。 1回 
駆虫虫卵非陰転者でも少数例であるが大体同じ傾向
が見られ，平均数は掛 24ふ十十 4.3，十1.8，十十 j 1.8， 
+フ1.1であった。虫卵陰転者と非陰転者の比較で
は特に有意差はない。 十什では後者l乙1例の多数♀ 
排出例がある。両者の共通点を見ると，叶では 5隻
第 1表 閉虫卵陽性者の尿内虫卵濃度別排虫成績
虫卵 排 虫 排 虫(1数人当排虫数)
平均虫数 ♀/合
濃 度 対象者数 
排虫者数 排虫者率
(%) 虫|♀回 虫[不合 回 明
+十 5人 
十ト 70 
十 75 
13 
持+プ 77 
5人 
65 
63 
13 
43 
100.0 
92.8 
84.0 
100.0 
58.7 
56 (11.2)隻 
182 (2.8) 
106 (1.7) 
6 (0.5) 
31 (0.7) 
103 (20.6)手見主 
256 (4.0) 
137 (2.2) 
27 (2.1) 
68 (1.6) 
1隻 
1 
2。 
1 
32固O隻 
6.8 
3.9 
2.5 
2.3 
1.8 
1.4 
1.3 
4.5 
2.2 
計 240 189 381 (2.0) 594 (3.1) 5.2 1.6 
註: 件フ，十フは不精受卵単独陽性者
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以下の排虫例がなく，大よそ 10隻以上を排虫して 第 2表 1回駆虫卵陰転者の排虫数とその大会さ 
いる。しかし♀ 10隻以上排出例のすべてが併では
体長(一体 重 (g)1
なく，十ト，十の例もある。十十，十では，比較的多数
~I 排出雌数|対象人員|
排出例が 2，3あって， 分布範囲が広いが， 平均♀
数は 4隻と 2隻である。+十では大よそ 10隻以下，十
では大よそ 5隻以下に分布している。+十フ及び十フ
もすべて 5隻以下であり。両者は殆んど差がない。
叉虫卵陰転者と雄も♀数0の例が多く，大多数は 
2隻以下である。♀合数の分布型の傾向は殆んど
23人 平均 24.1 平均 4.2 
4~6 13 22.4 3.3 
* 7 ~.9 3 19.6 2.2 
10以上 4 20.7 2.9 
1~3 35 22.8 3.5 
十 4~6 7 19.5 2.3 
1~3 22.7 3.5 
4~6 20.4 2.6 
♀数と同じである。陰転者，非陰転者の平均♀合
数はそれぞれ叶 17.5，41.7，十十 5.7，7.2，十 2.4， 3.0， 
廿プ2.2，3ふ+"1.1，1.8，で虫卵濃度別lζ ♀合数
は低下している。後者がや〉高いが有意差はない。
両群とも， およそ十件 15隻以上， 十 15隻以下， 十 
10隻以下， 十トフ 5隻以下，+ブ5隻以下に分布し，
性比から推定出来る通り， 不受精卵陽性では♀数
のみの場合と大差なく，受精卵陽性では全体に♀
数の場合より，この限界値がや〉高くなっている。
♀数の場合と同様尿内に同濃度に虫卵が検出され
ても排虫数にはかなりのばらつきが見られ，叉逆l乙
排虫数が同数でも必ずしも虫卵濃度が同ーに判定さ
れない。 
2) 回虫卵陽性者の排虫体の大きさと子宮内虫卵
の状況
虫卵陰転者 117人を前検便尿内虫卵濃度で大別
し，その中で♀数を層化し， 平均体長， 体重の大
きさを示したのが第2表である。各虫卵濃度別lζ排
虫数が増加する程，平均体長，体重ともに減少する
傾向がみられる。なお同ーの♀数群間で大きさを
比較すれば 1~3 隻， 4~6 隻群とも十十のものが
十のものより体長，体重ともに大きく，十フのそれ
は+と差がない。 さらに排虫数別に平均体長， 体
重と♀数および♀合数との関係を点図によって
示せば第3. 4図の如くである。傾向としては虫数
の増加に従い，体長が小さい例が多くなり，体重で
もその関係は 2例を除き認められる。♀合数の場、
合では特l乙明瞭で，虫数が少ない時は体長・体重の
分布範囲が広く，虫数が多くなると体長・体重の大
なる例が減少する。 この排出♀合数別体長・体重
の変化は指数画数型が想定される。すなわち寄生数
の増加によって回虫の発育が制限されていると見ら
れる。
回虫卵陽性者中 1回駆虫排虫者 189人より排出さ
れた，総♀数594隻，総合数 381隻について，雌虫
- -
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第 3区| 陰転者の排出雌虫数と体長・体重との関係
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30 
.05"••.•••• 5'2 •.•• 4S~ • 
3.'>t.• 
5' 
. . . ・t : 3.01 .
2.'十
~It 10 此回t 2P国王 
.51回
島 . . 
平 E
4.020 . 
士'D 五'"W o.日51 
10 (~) 
o !> 10 1'5 20 30 
o s' 10 IC 且D 30 
III住回也~え 扶陸lliJ!!乙考文』
第 4図 陰転者の排虫総数と体長・体重との関係
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子宮内卵の状況に従って，その体長および体重の度 cm， 最小 9.7cm，最大 36.2cm，体重平均1.97士
数分布を示したのが第3表第4表である。1.52g， 最小 0.2g，最大 10.3g，で受精卵包蔵雌虫
受精卵包蔵♀数は 428隻 (72.0%)，不受精卵単 に比して，体長・体重共に小さく，特に小田虫が多
独包蔵♀数は 130隻 (21.9%)， 虫卵陰性♀数 36 く認められた。子宮内虫卵陰性の 36隻の大きさは
隻 (6.1%)であった。受精卵包蔵雌虫の大きさは， 更に小さく体長 7.78:i:3.53 cm，体重は全例 0.49 g 
体長平均23.61士5.23cm，最小 14.0 cm，最大 35.5 以下で，そのうち O.lg未満が 12隻 (33.3%)みら 
cm，体重平均 3.41:i:1.83 g，最小 0.3g，最大8.1 g れた。雌虫の大きさと子宮内卵の関係は概して体長
であり，不受精卵包蔵では， それぞれ 20.92士8.10 よりも体重との聞に密接の如くである。雄虫では体
nδqtu司 tFO
i--a73 
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第 3表 団虫卵陽性者よりの排虫雌子宮内卵の 長 15.26士4.24cm，体重1.05::!:0.63gで雌虫に比し
状況と体長分布 て遥かに小さい。
雌 回 虫
体 長 子宮内卵の状況 雄回虫 
(cm) 受精卵|不受精卵|虫卵陰性
計 
7千エ住乙 2隻笠| 7隻4.9以下
以上の体長・体重の計測値の度数分布型は平均値
を略中心とする山型をなしているので，受精卵包蔵
雌虫，不受精卵包蔵雌虫，雌虫合計雄虫合計の別に
累積度数分布の百分比を計算，正規確率紙上lζ作図
5.0-9.9 

してみると第5図，第6図の如く略直線を示すの
22 2322 
第 4表 団虫卵陽性者よりの排虫雌子宮内卵の
10.0-14.9 11 29 7 
15.0-19.9 98 31 1 
20.0-24.9 151 28 
25.0-29.9 118 30 
30.0-34.9 45 10 
35.0-39.9 5 1 
130
計
平均値 
(cm) 
標準偏差 
(cm) 
47 
130 
179 
148 
55 
6 
g4
一泡一 
51 と推定される。

3 

F Dl--q a
一一円 
で，体長・体重共に正規分布をなすと見倣される。
130 
体重は更に三乗根をとれば，一層近似が良好となる172 
5図 排出虫体の正規性の検定第 
体長 
ーー ー9
一口 
δ
6
・ 
↑口 
δQU
内 hu 
状況と体重分布
体 重
(g) 
0.49以下 
0.5-0.9 
雌 回 虫
子宮内卵の状況
計 
受精卵|不受精卵|虫卵陰性
5恒1三 231A乙 
z 36隻 64 主t-I~乙 
28 19 47 
言。 
10 
雄回虫 
771!l:三 
100 
1.0-1.4 
1.5-1.9 
2.0-2.4 
2.5-2.9 
3.0-3.4 
3.5-3.9 
4.0-4.4 
4.5-4.9 
5.0-5.4 
5.5-5.9 
6.0-6.4 
6.5-6.9 
7.0-7.4 
7.5ー 7.9 
8.0-8.4 
10.0-10.4 
1 1計 428 
平均値 3.41(g) 
標準偏差 1.83(g) 
43 
38 
26 
49 
42 
38 
32 
28 
24 
26 
26 
11 
5 
3 
4 
11 
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46 
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第 6図 排出虫体の正規性の検定
体重
切
0.[ 
時tr i: J<lt jfdtphE 色 を曳宮 mHl (，'11~) 
(4ntl (tlO!) 
明理 
一司Ili--
q
L---
佳
庄一団
pod
4
LqA
qO 
第 2号 熊谷: 回虫寄生に関する研究 -607-
3) 回虫卵陰性者の排虫状況
駆虫・排虫調査を実施した虫卵陰性者 175人中 1
回駆虫で排虫があったのは 81人 (46.3%)の多きを
数え，その排虫成績を示せば第5表の如くである。
第 5表 回虫卵陰性者の排虫状況
計 
排虫数[雄単独|雌単独|雌雄混合「 計 
1 39人 10人 0人 49人 
2 12 。 2 14 
3 5 1 1 7 
4 4 。 1 5 
5 1 。 3 4 
6 。 。 1 1 
7 1 。 。 1 。 円
ム
27で比率が大きい。♀数では 隻のうち小田虫が大
q
11 8 81 
大部分は合単独排出者で 76.5%を占めた。叉排虫
数の少ない例が多く， 1~2隻排出者のそれでは約 
90%を占めている。♀単独排出者は 11人 13.5%，
♀合混合排出者は 8人9.9%であった。排虫体のプて
きさは第6表，第7表のととく，合では 124隻の体
長 16.20士4.38cm，体重 0.94士0.51gで，虫卵陽性
者のそれに比し，体長は長く体重はや〉小さいが両
者lζ有意差はない。 O.4g以下の小田虫は 37隻 30%
部分である。すなわち，体長 10cm以下が 14隻
(51.8%)，体重 O.4g以下が 21隻 (77.8%)，そのう
第 6表 回虫卵陰性者よりの排虫雌子宮内卵の
状況と体長分布
雌 回 虫
子宮内卵の状況体 長
計 
(cm) 受精卵|不受精卵|虫卵陰性
0-4.9 隻 隻 隻
隻| 。隻 
5.0-9.9 14 14 10 
10.0-14.9 2 5 7 35 
15.0-19.9 1 1 57 
20.0-24.9 1 2 3 20 
25.0-29.9 1 1 2 
30.0-34.9 
35.0-39.9 1 1 
計
平均値 16.20 
標準偏差 4.38 
第 7表‘回虫卵陰性老よりの排虫雌子宮内卵の
状況と体重分布
体 重
雌 回 虫
雄回虫子宮内卵の状況
(g) 受精卵[不受精卵|虫卵陰性 
0，00-0.09 
0.10-0.19 
0.20-0.29 
0.30-0.39 
0.40-0.49 
0;80-0.89 
1.0-1.9 
2.0-2.9 
3.0-3.9 
4.0-4.9 
5.0-5.9 
6.0-6.9 
7.0-7.9 
8.0-8.9 
隻 隻 11隻 
6 
2 
2 
1 
2 
1 
1 
1 
11隻¥ 隻 
6 
2¥21 37 
。 
2 
29 
2 47 
11 
1 
1 
1 
計
平 均 0.94 
標準偏差 0.51 
ち11隻は 0.1g以下であった。受精卵包蔵2隻，不 
受精卵包蔵6隻の大きさは充分大きく，体長 10cm
以上， 体重 O.4g以上で第3・4表の卵包蔵雌の大
きさに匹敵する。
♀及び♀合排出の個々の場合の虫体の大きさと
子宮内虫卵包蔵状況は第8表・第9表の如くであ
る。♀花子宮内卵が見出されたのは，♀単独排
出の No.4，No. 6，No. 9，のそれぞれ 1隻及び 
No. 11，の 3隻で，共に虫体が大きく，子宮内卵陰
性の他の 7隻は何れも体長 10cm以下，体重0.39g
以下の小田虫であった。♀合混合排出では No.6，
の2隻に子宮内虫卵が見出され，他は何れも小田虫
であった。♀合混合にして産卵がない主たる原因
は♀合が小型の為と想像され，合の体重が 19以
上あった No.3，4，8では♀が O.4g以下であっ
た為，之に子宮内卵が見出されない。
以上の子宮内卵包蔵雌寄生5例で，尿内l乙排卵が
行はれていたならば，検卵上みのがしたわけであ
るopその率は全陰性者 175人中 5人で 2.9%，排虫
者 81人中 5人で 6.2%である。
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第 8表 団虫卵陰性者よりの雌単独排虫例の 第 9表 回虫卵陰性者よりの雌雄混合排虫例の
虫体状況
症 数 体(cm)長
1 6.5No. 1 
1 6.02 
1 7.63 
1 25.84 
1 10.05 
1 18.16 
1 10.27 
1 8.08 
1 13.59 
1 6.710 
36.2 
111 3 21.1 
20.5 
×受精卵包蔵 L¥不受精卵包蔵
虫体状況
体 重 
(g) 
0.02 症例品地計体(cm)l|体 体 (g)長 (g重) (cm長~ I
0.02 
0.02 8.0 I…叶悶重体
4.9X ベ川… M 0.1 
.0.8o
0.2 
0.1 
0.4今 
0.05 
7.7d. 

1.2o. 

6ι1.
3 
8.8 0.07 19.0 
15.5 
1.6 
1.0 
4 
9.1 0.2 17.7 
15.5 
14.5 
1.7 
0.7 
0.7 
11.0 
6.5 
10.5 
0.1 
0.05 
0.07 
8.5 
12.5 
0.07 
0.35 
6 
21.5 
12.4 
6.8 
0.45d. 13.6 
0.08 
1.45 
0.7 
8 
8.5 
10.5 
9.0 
7.5 
0.15 
0.12 
0.03 
0.01 
13.0 
13.0 
10.5 
16.8 
15.1 
8.3 
5.7 
0.23 
0.23 
0.38 
1.3 
1.0 
0.03 
0.00 
以上学童l乙於ける排虫対象者の排出♀合数分布
は第 10表にまとめて示しである。 
2. 入院患者における調査成績 
1) 1回駆虫で虫卵陰転した症例の排虫と尿内虫
卵数の推移。 
1回駆虫で虫卵陰転したもの 7例の日別排虫数，
尿内虫卵数の推移を見たのが第11表である。 これ
らは一応完全排虫した事例と見倣される。 No. 1~ 
No.4は「マクニン SJ投与例， No. 5~No. 7は
「ピペニンj投与例である。駆虫後日別排虫状況は， 
No.1以外は 2日目までに排虫完了し，その後排虫
は見られなかった。 No.1は 16隻中 14隻は 2日迄 X 受精卵包蔵 A 不受精卵包蔵
第 10表 虫卵陽性者及び陰性者の排虫雌雄数分布
虫卵陽性 虫卵陰性
隻 数 陰1回駆虫転 l! 非1回陰駆転虫一 Il 計 単独雄排虫 |I 単独雌排虫 |I 雄混合排雌虫 iI =r 
o 37人 15人 52人人人人 94人 
1 31 12 43 39 10 0 49 
2 27 12 39 I 12 0 2 14 
3 21 9 30 5 1 1 7 
4 11 6 17 4 0 1 5 
5 7 4 11 1 0 3 4 
6 -10 I 16 11 27 I 1 0 I 1 2 
11-20 I 9 8 17 
21-30 I 1 0 1 
計
161 79 240 62 11 8 175 
1 
6 
2 
瀦 
t¥J 
第 11表 1回駆虫陰転例の日別排虫数と尿内排卵数との関係
()は尿内虫卵数 (18x18 mmカバーグラス 3枚値平均数〉 (斜線排便なし〉 
駆虫前 駆 虫 の 日 数 排虫 数 1♀当り
駆虫薬
症例 
No. 
。
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I
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14 
。小計 l
k V 7
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。
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。

計
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o l/。。。
。
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!/ 
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。。
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。

16 
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第 12表 1回駆虫陰転例の排虫体の大いさと尿内虫卵数との関係
No.1 マ 
ク 
No.2 
一 
No..3 ン 
No.4 S 
駆虫 目IJ 
尿内虫卵数
65.7 
6.0 
4.2 
雌 I雄 I合計
恒三己三 
6 
4 
1 
1 
4乙玉主 隻 
10 16 
。 1 
73 
1 2 
lζ排虫し，その後4日までに 2隻排虫した。排虫が 
駆虫後 1週間以上に遅延した例はない。尿内虫卵数
は駆虫翌日より激減し， 4例において♀排出日ま
で排卵があって，翌日より陰転した。他の 3例は♀
排出後4日までに虫卵陰転した。次に駆虫前虫卵数
と排虫体の関係は第 12表のととくである。受精卵
陽性5例では，虫体が大きい例では 1雌当り尿内虫
卵数は多く，ー小さい例のそれは少い。しかし不受精
卵陽性2例では，虫体は大きいにか〉わらず虫卵数
は少ない。又乙の 2例は，それぞれ十分に成育した
合 1隻排出があったが，♀子宮内卵はすべて不受精
卵で雌体が老熟していると考えられた。 
2) 1回駆虫で虫卵陰転しなかった症例の排虫と
尿内虫卵数の推移。 
1回駆虫で虫卵陰転せず，再度の駆虫で陰転した 
8例の日別排虫数と尿内虫卵数の推移を第7図に示
尿内虫卵数をとり，各症例ごとに示した。 8例中 3
例は「マクニン SJ投与例， 5例は「ピペ乙ニンJ投
与例である。
初回の排虫成績は， 8人中 7人が排虫し，完全陰
転までの排虫総数 162隻中 146隻 90.1%が排出，し
かもその 88.3%の 129隻が駆虫後2日聞に排出し
た。即ち大部分は数日のうちに排出し， 1週間以上
遅延した例は No. 6が 13日後♀ 1隻排虫したの
みである。 2回駆虫時は全員i乙排虫があり，その後
尿内虫卵が陰転したので，完全駆虫と見倣した。 2
四時排虫は総数 13隻でp そのうち 8隻 61.5%は2
日以内に排出した。最も排出の遅れた場合は No.3， 
No.6の4日後であった。
小~体最大長)
27.8cm 
(23.5~35.5) 
24.7 
(15.7~31.7) 
18.7 
34.7 
小~体最大重) 
5.0 g 
(3.5~8.0) 
3.2 
(0.7~4.9) 
1.3 
6.8 
1雌当り
備 考
尿内虫卵数
21.5 
16.4 
6.0 
不受精卵4.2 
包 蔵 
No.5 ピ 
ノ~、 
No.6 
一 
No.7 ン 
265.0 
12.3 
7.5 
4 
1 
1 
10 14|(25.02~93.43.0) 
2 21.7 
24.27 (21 .5~25.5) 
5.1 
(3.6~7.2) 
2.8 
3.3 
(2.6~4.8) 
26.5 
12.3 
1.3 不受精卵 包 蔵
尿内虫卵数の推移は，一定圏内を上下した No.7，
と NO.8を除き，駆虫後 1日目より急激に減少し，
約 1週間で最低となり，その後再び上昇を示した例
が多い，残存♀の産卵が駆虫薬の影響によって変
勤した為と考えられる。
最後の♀排出後，尿内虫卵が陰転するに要した
日数は， 1日後 1例， 2日後 1例， 3日後2例， 5 
日後4例であった。
第 7図 1度の駆虫で陰転しなかったものの
日別排虫数と尿内排卵数の推移 
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出例でも同様小さかった。このうちNo.8は老衰雌
~ 
" 寄生と考えられた。 
10 No.21ζ於いては，駆虫前は受精・不受精混合で
ち1¥0 
あったが， 初回駆虫 2日聞に合 4隻，♀ 5隻を排
出し，直ちに虫卵は受精卵のみとなり，合排出より 
寄生虫体の大きさと尿内虫卵数の関係は第 13表 4日後再び不受精卵を混ずる様になり，漸次不受精
のごとく，概して虫体の大なる例に 1雌当り尿内虫 卵の混合比率が高まり， 21日自には全く不受精卵の
卵数が多い。但し No.1の多数排出例の 1雌当り みとなり，再駆虫時♀ 1隻を排出して 4日目より
虫卵数は極めて小さく，又 No. 7，No. '8の少数排 虫卵陰転した。 
第 13表 2回駆虫陰転例の排虫体の大いきと尿内虫卵数との関係 
駆虫
1 ・ 2 回駆虫 2 回駆虫
平均排虫数 平均体長平均体重 平均 1雌当り当雌尿1駆虫虫前内 回の虫り内症例 尿内平均薬 虫卵数 虫卵数 体長 体重 虫卵数(最小~最大)(最小~最大〉雌(雄|合計 虫卵数数 
24.1 2.5101No.1 マ 30 3.0 11 23.0 2.4 1.0211.3 71 1.0(13.7~33.5) (0.7~4.9) 
ク 
24.9 3.44 128 13.7109.3 12.0 11 31.0 5.3 12.0(18.9~28.8) (1.6--5.4)No.2 一 
ン 
2.35 460.7 12.1 8.1NO.3 S 21 15.3 1.5 4.1(12.5--21.7) (0.9"，-，3.1) 
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1 ・ 2 回駆虫 2 回駆虫
平均 1雌当りz平均駆3虫回剛の |l叶!1雌当駆虫 駆虫前尿内 排虫数 平均体十均体重 り尿内症例 尿内
守司主ミζ 体長虫卵数 平虫卵均数 、臥 体重 虫卵数(最小~最大):(最小~最大〉l虫卵数雌[雄|合計 
6 9.8 11 25.0 3.6 9.816No.4 ヒ。 (14.0~33.0)1 (0.5~6.7) 
27.7 4.1No.5 6 4 18.3110.0 33.510 1 i27.0 4.2 33.5(2.7~4.9)(26.5~29.8)ノ¥同 
3.626.5No.6 3195.3 6 9 32.6 14.6 11 27.0 3.0 14.6(24.5"，29.0) (1.6~5.3) 
ー 
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者 察
1.学童における調査成績について
1) 尿内田虫卵濃度別の排虫数の分布型と平均値
我々は通常塗抹法施行の際，厚生省検査指針に準
拠して，尿内虫卵濃度を朴，朴，十と大きく程度
分けしている。之はあくまで尿内虫卵濃度であつ
て，寄生数の多寡を直接表示するものではない。然
し一般に漠然と虫卵濃度の高い例は寄生数も多いと
解釈し，十社は-1+より，十十は+より多数寄生であ
ると考えている。宮川 (1957)は，普通尿内虫卵数
が多数であれば，寄生数が多いと考えるのは当然
で，大体それは正しいと述べている。著者は広く実
用されている ζの程度分けが，回虫寄生数と如何な
る関係があるか検討してみた。
各虫卵濃度別の排虫数分布は，第 1図，第2図の
如く非対称的で，正にひずんだ分布型をなし，特に
稀薄濃度又は不受精陽性にそのひずみが大きい。福
士(1950)は回虫の寄生数分布をポリヤ・エッペン
ベノレガー型と推定し，最近伏見(1959)は人及び豚
回虫寄生数分布型を詳細に検討して，二項型又はポ
アソン型ではなく，より集積性の高いポリヤ・エッ
ぺンベルガー型の単一型と見倣した。著者の濃度別
分布型は例数が少い為，型の想定をなすには不充分
であるが，今一応ポリヤ型として，尿内虫卵濃度別 
K，排虫数の算術平均を算出した。之によると，叫，
件はやや高く， +，件力+フは殆んど差がない。叉
濃度別に，大部分の事例が含まれる排虫数の限界を
求めると，時では♀ 10隻以上，合♀ 15隻以上を
排出し， 十十ではそれが， 10隻以下， 15隻以下，十
では 5隻以下と 10隻以下であり， 十十月十7 は両者
共にそれぞれ 5隻以下である。之は 1回駆虫による
虫卵陰転者と非陰転者の間iζ大差がなかった。以上
塗抹法の尿内虫卵濃度別f(，概括的寄生数が示され
たが，然し，個々の事例では，排虫数が同一でも虫 
卵濃度判定は異り，叉逆に同一虫卵濃度群の排虫数
のちらばりは大きいので，虫卵検査法，駆虫並びに
排虫検査法の精度の検討を要する外，特に産卵数の
直接の変動因を広く探索すべきである。なお，今後
虫卵濃度別に多数例を得て，その分布型を検討し，
理論模型をつくれば，尿内虫卵濃度より寄生数の推
測えの道が，確率論的に開かれるであろう。但しこ
の時，尿内虫卵濃度の層化が，現行の規準時，朴，
+で適当であるかは検討を要すべき問題と思われ
る。著者の成績よりすれば，-1+の排虫数分布型より
して之を二群別する。
十，十十フ， +7は之を一群とする如き層間の検討が
必要で， 10進法によって分けた従来の濃度表示は改
めて検討すべき段階と考える。
なお，駆虫後虫卵陰転者中 6日間の排虫調査で，
排虫を認めない例がかなりあった。回虫体は大型
で，しかも全便櫨便しであるので，排虫調査で見逃
す危険は少い。従って，検使時の虫卵誤認か，又は
被検者が期間中所定の容器に排便しなかったか，或
は駆虫による産卵能の低下の為，虫体残存のま〉虫
卵陰性化したかであると考えられる。
2) 性 比 
性比について一言すると，人回虫の性比につい
て，平井(1926)は 23例の排虫より合 1 :♀1.2 
を，横川及び分島 (1932)は3665隻より 1:1.3を，
森下(1953)は 1: 1.5，川本(1953)は 1:1.5，伏
見 (1959)は 1: 1.5を妥当な値と述べている。著者
は駆虫採虫を可及的正確K行った結果，虫卵陽性者
では 1: 1.6を得，これを尿内虫卵濃度別に検討する
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と，受精卵陽性十件では 1: 1.8とや〉高いが，十十は きく， 又同一排虫♀数聞では， 虫卵濃度の高い方
は 1: 1.4， +は 1: 1.3で略等しく，平均と大差な が体長・体重共に大きい。即ち寄生密度の小なる時
い数値である。不受精卵陽性では件フは 1:4.5，+フ は，体長・体重の発育が良好で，か〉る時は，産卵
は1:2.2と♀が多く，合計すると 1:2.9で♀合 数も大きいと言うことが出来よう。高亀は排卵数と
の不均衡が目立つ。尿内虫卵陰性では第6表より 体重の明瞭な比例関係を認めつ〉も，体長との関係
合 124 :♀ 27で 1:0.22が得られ，非常に合が多 は必ずしも認められないとした。著者の乙の成績で
く，上記の性比と逆転している。叉これを♀・合単 は体長にも関係する乙とが明らかで‘ある。排虫数別
独排出例でみると， 106: 13で 1:0.12，'叉♀合混 に♀回虫の平均体長・体重を点図によって観察す
合排出例では， 18: 14で 1:0.78である。即ち不受 ると，♀数ではあまり明瞭でないが，♀合数では
精卵陽性及び虫卵陰性では性比の歪みが非常に大き 明らかに寄生数が多くなると，大型虫体が消失して
いことが伺われる。以上を全排虫数でみると， 505: いる。非常K変動が大きいが，傾向としては最適密 
621で 1: 1.2となり，平井及び横川らと一致した。 度のない Derosophila型に近似する。著者は尿内
傾向としては，受精卵陽性ではや〉♀が多く，不受 虫卵数を定量しなかったので，雌虫体の大いさと，
精卵陽性では更に♀が多く，虫卵陰性群では合が )采内虫卵数の画数関係を直接明らかにし得ないが，
非常に多く，三群K差が明瞭であった。当然の ζと 平井・高亀の成績に徴してもj恐らく鈎虫において
乍ら，性比が虫卵産出lζ決定的な条件となってい 町田・矢島の見出した，二次的な意義における密度
る。このことより一般に性比を比較する場合には， 効果が，尿内虫卵数にも存在するのではあるまい
母集団の感染率及び濃度を一定にして論ずべきであ か。
ろう。 4) 雌虫体の大きさと子宮内虫卵包蔵状況。 
3) 回虫における棲息密度効果。 受精卵・不受精卵包蔵雌虫別、，雌虫合計，雄合計
同一排虫数の事例間にかなり尿内虫卵濃度lζ差が 別に体長・体重の度数分布型は，正規確率紙上で略
ある点について，緒言に掲げた様iL，平井及び高亀 直線に並び，正規分布型が想定された。雌の体長・
は産卵量の変動因として，雌虫体の大きさ特に体重 体重の平均値は，受精卵包蔵雌が最も大きく，不受
が重要で，体重の増加と産卵数の増加は正比例関係 精卵包蔵雌が之に次弘子宮内虫卵陰性雌虫は最も
があることを指摘した。即ち平井はこれより雌虫体 小さく，前二者の分布範囲と重なる例が少かった。
重 19当尿 19中虫卵数を計算，之氏平均雌体重を 高色(1939)は合 357隻，♀ 101隻を調査して，体J
乗じて排卵係数とした。叉高亀は尿内虫卵数より雌 長は合 15~19cm，♀ 20~24cm 体重は 1 ~1.9 g， 
総体重を知札寄生雌虫数はそれより想像する外な 4~4.9g が過半数を占めると述べた。森下(1953)
しと述べ産卵数に及ぼす雌体重の影響を重視してい は合 16~19cm，♀ 22~25cm が最も多いとし，平
る。 井(1926)は合 15cm，♀ 23cmとし， 横川及び
一方永吉(1956)は人鈎虫で，寄生数と虫体長の 分島 (1932) は合 2856 隻，♀ 4055 隻より前者 14~
関係を検討し，前者がある程度増大すると，後者は 22 cm (91.8%)， 後者 21~30 cm (83.6%)である
最高値l乙達し，更に寄生数が増大すると虫体長は と述べている。著者の成績も大差がない。
逓減する Al1ee型の密度効果を認めた。叉町田 一応不受精卵包蔵雌は成熟，子宮内虫卵陰性雌は 
(1957) は閉鎖空聞に棲息する犬鈎虫は，棲息密度 未成熟とすると， 体長では卵包蔵雌の下限値は 9.7
の影響を受け，密度大なる時は虫体発育が抑制さ cm，子宮内卵陰性雌の上限値は 20cmで， 大よそ
れ，産卵数も低下するとし，虫体の大きさと産卵数 1O~20cm が♀の成熟移行の大いきである。尿内
との聞に順相関を認めた。又矢島ら(1958)も犬鈎 虫卵陰性よりの排虫体の大きさと成熟の関係もこの
虫について実際は棲息可能の宿主腸管の長さをもと 範囲に含まれた。体重では， 卵包蔵雌の下限値が
〉して，生態密度を算出し，之と♀鈎虫の体重及び 0.2gであり，子宮内卵陰性の上限値は 0.5gで，尿
体長iLDrosophi型の，叉虫卵数の聞に A l1ee型の 内虫卵陰性者よりの卵包蔵雌の下限値 O.4g，同じく
密度効果を認めている。そこで著者は，回虫につい 子宮内虫卵陰性の上限値は 0.29gである。従って大
ても密度効果の存することを想定し，尿内虫卵濃度 よそ 0.2~0.5g が成熟移行の重さと考えられる。松
別・排虫♀数別に虫体の大きさを整理してみた。 島 (1933)は♀回虫600隻について検し，体長 12
同一虫卵濃度内では排出♀数の少い方が虫体が大 cm，体重0.3gを境界として受精卵が見出されると
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言い，長谷川(1935)は雌体長 8.3cmより卵細胞 隻 70.4%Kみられ，尿内虫卵陽性の 594隻中 36隻
が出現すると述べ，宮川 (1957)は体長 10cmよ 6.7%に比較して極めて高率である。♀単独排出
り産卵開始すると言う。以上諸氏の成績は大体一致 の 13隻中体重O.4g以上の 6隻は子宮内卵包蔵で，
している。 No.4の 1隻ではそれが受精卵であった。♀合混
5) 尿内虫卵陰性者の排虫。 合排出では， 14隻中 2隻が卵を有し， 1隻は体重
杉本 (1952) は検便を正確に行った 97名の卵陰 5.9gで受精卵， 1隻は体重0.45gで不受精卵を有
性者に駆虫剤jを投与， 1週間排便中 32名33%rc排 していた。他は何れも体重0.2g以下の未熟雌で，
虫を見，長野 (1956)は農村小学生 194名の虫卵陰 同時に平均体重の 19以上を示した雄寄生があって
性者に駆虫し， 65名を検査したうち 61名94%の排 も，子宮内虫卵は陰性であった。子宮内卵包蔵雌は
虫を確認したと言う。叉宮)1(1957)は同様43.8% 合計8隻で之が 5名に寄生していた。そこで，直接
!r.，角田 (1958)は都市学童 63名の虫卵陰性者3名 塗抹法 9枚検査で虫卵陰性 175名中 5名 2.9%K子 
4.7%K排虫を認め，既にその頻度の少からざる点 宮内卵包蔵雌が寄生し， そのうち 2名が受精卵，
が諸氏lζよって報告されている。 3名が不受精卵包蔵雌であった。之らが排卵を営
著者は 175名の塗抹6枚検査の虫卵陰性者中，rマ み，尿内氏虫卵が存在していたなら，検卵のみのが
クニン SJ及び「ピペニンj投与により， 1週間排 しという ζ とKなる。総対象者 415名中 5名1.2%
虫検査の結果， 81名46.3%に排虫を認め，上記諸氏 に相当する。所謂みかけの陰転を提唱した小宮ら
の略中間の値を得た。しかし乙の場合，検査季節， (1956)の成績と同程度であった。 
母集団の感染率及び濃度，駆虫効果，検卵・排虫調 2. 入院患者における調査成績について 
査の精度と正確性等が非常に大きく排虫者率に影響 1) 排虫体の大きさと尿内虫卵数。
するにも拘わらず，か〉る事例報告においては，基 例数は少いが，第12表・第 13表の示す通り，雌
礎条件が種々異っているから， !r.わかに高低を論ず 虫体が大きい例では， 1♀当り原内虫卵数が大き
ることは出来なし、。 く，上述の考察がこ〉托於いても成立すると考えら
著者の成績では排虫者81名のうち合単独 62名 れる。但し次の 3例は，虫体の大きさの割合K虫卵 
76.5%で断然多く，♀単独が 11名 13.5%，♀合混 数が小さい。第 12表の No.4，No. 7，第 13表
合は 8名 10%であった。 1人宛排虫数は少く， 1~ の No.8では虫体が大きいにも拘わらず， 虫卵数 
2隻排虫が 90%を占めている。性比は前述の が小さく，子宮内に不受精卵を包蔵していた。第 12
如くで合が非常に多く♀が約 1んに過ぎなかっ 表 No.4は雌虫体が充分大きく 34.7cm， 6.8 gで
た。合単独寄生の頻度については，駆虫後排虫調査 ある。第 13表 NO.8は同じく 32.5cm，6.0gの♀
によって， 宮川(1957)は尿内虫卵陰性者の 8.4% 1隻寄生である。松島(1933)は33cm， 及び 7g
!r.， 杉本(1950)は19例中4例!r.， 小泉(1950) 以上， 高亀(1939) は34cm及び 7g以上を老衰
は20例中 7例に，森下 (1953)は15%に之を認め と見倣し，排卵数の減少を来すと述べたが，著者の
ている。著者の頻度は 175名中 62名35%であっ この 2例も老衰雌と思われる。 NO.7も♀ 6隻が
た。 全部不受精卵包蔵であったが，発育は充分で，同時
回虫感染の判定法として簡便で比較的正確な方法 寄生の合 1隻も体長 16.8cm，体重1.1gで成熟し
が，検卵法就中直接塗抹法とされている現在，検査 ていると考えられる。従ってこの場合不受精卵に止
技術上の問題はしばらく措き，この方法においては まっている理由は不明である。叉第 13表の No.1
産卵せぬ合単独寄生及び幼若叉は老衰その他の事 は，非常な大数寄生で，♀の平均体重はや、小さ
由民より産卵不能の♀寄生の場合は，全く無力 く，尿内虫卵数が 1♀当りでは大変小さい。之は上
であることを改めて注目すべきである。最近森下 述の如き過密住による密度効果の為と考えられる。 
(1955)の創始による TM法が一部に試みられ，好 2) 駆虫後排虫と排卵の持続状況等について。
成績を挙げているが，今後比較研究をつみ重ねて結 著者は，学童における調査で，排虫調査を 7日聞
論を出すべきであろう。 に限定した。入院患者における調査では，排虫を連
排虫体の大いきは合では尿内虫陽性者のそれに 日確認し，虫体の大いさを正確に測定し，尿内虫卵
比し，体重がゃう小さいが特に有意差はない。♀で の定量を行って，その聞の関係を吟味すると共~r.，
は小田虫が多く， 又27隻中子宮内虫卵陰性雌が 19 この 7日聞が妥当か否か検討することが主たる目的
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であった。 のみとなり次いで不受精卵を混じ， 2回目駆虫で再
先ず排虫状況は， 1回駆虫で虫卵陰転した 7例で び受精卵のみとなったもの (No.4，6)等がみられ
は， 2日目で 6例が排虫完了し， 4日目で全例排虫 た。 No.2では最後の合が排虫してより，従前受
完了した。叉排虫数の最頻値は 2日目にみられ， 2 精卵であったものが， 6日目より不受精卵を混じ，
¥ 日までに全 49隻中 47隻が排虫した。各例の排虫に 不受精卵のみとなるのは 21日経過している。蒲池
要した駆虫後日数は 1，2，2，2，2，2，4日であつ (1942)は雄虫排出後 18日自に不受精卵を発見， 36 
不受精卵のみとなった例を報告している。従lζ日目例では，この傾向と似てい8回駆虫を要した2こ。7
る排虫状況を示したが， 2回目駆虫後の排虫完了日 って最後の交尾後少くも約 1カ月の経過によって受
数は各例で 2，2，2，3，3，3，4，4で， 1回駆虫陰 精卵が消失すると云えよう。
転と大差ない。但し， No.6では 1回駆虫後 13日 排虫よりみた駆民効果の雌雄差は， 1回駆虫陰転
自に排虫をみているが，之を除けば，駆虫後4日で 7例では， 合が遅れて排出した No.1があるが，
排虫が完了している ζとになる。森下(1953)は各 それとても短時日比完全排虫し， 2回駆虫陰転の 8
種薬剤による排虫者数及び排虫数の最高値は駆虫後 例では， 2四時排虫で♀単独排虫2例，♀合混合 
2 日目で，一般に 3 日目以後は断続排虫し 1~11 日 排虫6例であって，少数例であるから断言出来ない
問で排虫は完了し，時に 14日迄に亘る事例を報告 が，著明な性差があるとは考え難い。石井(1950)，
している。宮川 (1957)はサントニン・海人草によ 酒井 (1957)，小宮(1955)らは合ーに抵抗力が強い
る駆虫で 2日間で排虫完了した例が 27.4%ありと としているが，森下(1953) は♀ 15~20 cmの大
し，北本(1956)はカイニン酸・サントニン及び両 きさのものは抵抗力がつよし残存する可能性があ
者併用で 2~3 日目 K排虫が最大となるとし，川本 るとしたが，特に合が排虫されにくいことはない 
(1956)は 10例中 2日間で 7例が排虫し，ピペラジ と言う。虫体側，駆虫薬側の条件を一定にして再吟
ンの速効性を挙げている。そこで諸氏の成績を綜合 味すべき問題と思われる。i
して著者は 1週間の排虫調査で，排虫数の大多数は
把握出来ると考える。 *~ 括 
1回駆虫で完全駆虫出来なかった 8例の尿内虫卵 長野県 1農山村の 3小学校児童 779名を塗抹法 3
数の変動は，駆虫後激減し， 1週間位で最低値とな ~6 枚値で検便，そのうち回虫卵陽性 240 名，同陰
名を対象として，サントニン・マクニン合175性者日後再び上昇する例が多い。駆虫剤投与~201Oり，
後の、プ時産卵能の低下は，既に Leichtensternも 剤及びピペラジンで駆虫し，以後連日 1週間の排出
指摘したところで， 森下(1953) は 10日以内に最 回虫を調査，尿内回虫卵濃度との関連性を追求し，
低， 2 '"'-'3週後恢復するとし， 永井(1950)は7日 以下の結果を得た。なお，村内病院入院患者 15名
迄l乙最低値となり， 7~12 日で快復すると言う。 について，駆虫後連日 4週間の尿内虫卵数と排虫数
虫卵陰転は最後の♀排出から 1日目 4例， 2日 の推移を観察した。
目3例， 3日目 2例， 5日目 6例であった。森下 1) 学童調査によれば，厚生省規準の尿内回虫卵 
(1953)によれば，最後の♀排出の前日又は同日 K 濃度別の排虫数は，受精卵叶で雌 20.6隻，雌雄
虫卵消失する例もあるが，一般に 1週間とみればよ 32.0隻，件はそれぞれ 4.0，6.8， +は 2.2，3.9，不
いという。以上を綜合すると，排虫持続が最高 2週 受精卵十十フは 2.1，2ふ十フは1.6，2.3，であった。
間，その後尿内虫卵陰転に 1週間計3週間を要すれ 又大部分の事例が含まれる排虫数の限界は，叶では
ば，駆虫効果判定の正確性が期し得られることにな 雌 10隻以上，雌材Je15隻以上であり， -1十ではそれ
る。叉残存♀の産卵能の快復K3週間以内を要す ぞれ 10以下， 15以下，十では 5以下， 10以下，
ると推定されるので， ζの点からも駆虫後 3週簡で 十十プ，+プでは雌，雌雄数共5以下であった。
後検便を行う従来の方法は適切とみられる。 2) 雄回虫を 1とする性比は，全排虫では1.2で
高亀 (1939)は，受精・不受精混合例では，駆虫 あった。受精卵陽性例では1.6とや〉雌が多く， 不
後受精卵のみとなり叉は不受精卵が増加するものが 受精卵陽性例では 2.9で非常K雌が多く，尿内虫卵
あると述べているが，著者の例でも駆虫後受精卵の 陰性例では 0.2で逆に雄が多く， 後 2者の性比の不
みとなったもの (No.1，2)，不受精卵が増加して 均衡がみられた。
遂に不受精卵のみとなったもの (No.5)，受精卵 3) 排出回虫の大きさは， 雄体長 15.3土4.2cm，
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同体重1.1士0.6g，雌体長 22.9:t6.7cm，同体重3.1

士2.1gであった。受精卵包蔵雌より不受精卵包蔵 

雌はや》小さく，子宮内虫卵陰性雌は体長 9.9cm

以下，体重O.4g以下で更に小さかった。 これらの

体長・体重は正規確率紙による検定で，正規型と見

倣された。大よそ雌虫は，体長1O~20cm，体重 
0.2~0.5 g において成熟する如くである。 
4) 尿内虫卵濃度別・排虫雌数別の虫体の大きさ
は，同一虫卵濃度内では排虫雌数小なる方が大き
く，叉同一排虫雌数聞では虫卵濃度の高い方が大き
い。更に排虫数と虫体の大きさの聞には，前者が小
なる時は後者が大きく前者が大となるに伴って後者
が小さくなり， 最適密度のない Derosophila型に
近似する関係が見出された。 
5) 尿内虫卵陰性者の排虫者率は 46.3%の高率

を示し，そのうち雄単独76.5%，雌単独 13.6%，雌 

雄混合排虫は 9.9%であった。雄虫の大いさは特別j

差がなかったが，雌虫の 70.4%は O.4g未満の小田

虫であった。叉雌虫に子宮内卵包蔵例 8隻をみ，乙

れが 5名lζ 寄生していた。総対象者415名中1.2%

である。
 
6) 入院患者の調査でも，雌虫体の大きい例では 
1雌当り尿内虫卵数が大きい。しかし不受精卵包蔵 
雌一一老衰雌を含む一一一寄生の虫卵数は小きかっ 
7) 駆虫lとよる排虫持続時間，最高排虫日，尿内 
虫卵数の日別変動，雌排出後の虫卵陰転所要日数，
雄排出後の不受精卵出現所要日数，駆虫効果の雌雄
差等を検討したが，従来の成績と大差ない結果を得
7こ。 
稿を終るにあたり，御懇篤なる御指導を頂い
た恩師柳沢利喜雄教授，荒木武雄博土に深甚な
る謝意、を表し，終始御教示を賜った内田昭夫講
師ならびに矢島ふき助手に衷心より深謝いたし
ます。また種々御援助いただいた阿南病院副院
長宇治正美博士に感謝いたします。
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